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パ
イ
オ
ニ
ア
風
力
機
の
ク

リ
ー
ン
エ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

製
品
の
品
質
向
上
や
快
適
な

職
場
環
境
の
実
現
に
大
き
く

貢
献
し
、
幅
広
い
業
種
で
好

評
を
得
て
い
る
。
中
で
も

「
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
ダ
ス
タ

ー
」
は
、
最
も
安
全
で
効
果

的
な
空
気
力
学
を
応
用
し
た

画
期
的
な
製
品
。
入
り
口
の

ド
ア
を
開
け
る
と
上
部
、
両

側
面
の
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
ノ
ズ

ル
か
ら
秒
速

以
上
の
エ

ア
を
吹
き
出
す
仕
組
み
。
毛

髪
や
ゴ
ミ
、
ホ
コ
リ
を
吹
き

落
と
し
足
元
か
ら
吸
い
取
る

と
い
う
独
自
の
機
構
で
洗
浄

効
果
を
高
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
設
置
が
容
易
な

「
エ
ア
ー
吸
着
マ
ッ
ト
」

は
、
靴
底
や
車
輪
に
付
着
し

た
汚
れ
を
ス
プ
リ
ン
グ
ブ
ラ

シ
と
エ
ア
吸
引
に
よ
り
、
瞬

時
に
除
去
す
る
高
性
能
玄
関

マ
ッ
ト
。
人
や
台
車
が
通
る

時
だ
け
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、

踏
ん
だ
部
分
だ
け
吸
引
す
る

の
で
無
駄
が
な
く
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
。
薄
型
設
計
で
安
全

性
も
考
慮
し
た
。

　
新
日
本
空
調
の
ド
ラ
イ
エ

ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
最

小
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
シ
ス
テ
ム

の
露
点
管
理
を
図
る
た
め
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

位
置
付
け
て
い
る
。

　
ド
ラ
イ
エ
ア
製
造
装
置
に

お
け
る
代
表
的
な
省
エ
ネ
手

法
の
局
所
低
露
点
化
は
室
内

全
体
を
低
露
点
に
管
理
す
る

の
で
は
な
く
、
必
要
な
エ
リ

ア
に
限
定
し
て
管
理
す
る
こ

と
で
、
製
造
装
置
の
小
型
化

と
省
エ
ネ
化
を
図
る
技
術
。

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
最
先
端

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
施
工

し
、
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

の
局
所
清
浄
化
技
術
を
応
用

し
た
技
術
で
、
従
来
方
式
に

比
べ
、
ド
ラ
イ
エ
ア
供
給
量

を
３
―
５
割
削
減
す
る
こ
と

が
可
能
。

　
同
社
は
ド
ラ
イ
ブ
ー
ス
、

あ
る
い
は
製
造
装
置
周
辺
の

空
間
露
点
温
度
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
要
求
さ

れ
る
露
点
管
理
方
針
に
沿
っ

た
気
流
計
画
を
検
討
。
さ
ら

に
は
供
給
風
量
を
最
小
限
と

す
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
の
省

エ
ネ
化
を
提
案
し
て
い
る
。

　
ソ
ー
ゴ
は
プ
レ
ハ
ブ
型
冷

凍
冷
蔵
庫
パ
ネ
ル
業
界
に
お

い
て
、

％
以
上
の
高
い
占

有
率
を
持
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
断
熱
パ
ネ
ル
事
業

の
主
な
用
途
は
大
型
冷
凍
冷

蔵
庫
、
低
温
物
流
倉
庫
、
食

品
工
場
、
精
密
機
器
・
バ
イ

オ
向
け
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
な

ど
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
要

求
さ
れ
る
不
燃
・
準
不
燃
指

定
の
ほ
か
、
シ
ビ
ア
な
条
件

を
高
度
な
パ
ネ
ル
技
術
で
対

応
し
て
い
る
。
両
面
の
カ
ラ

ー
鋼
板
に
ウ
レ
タ
ン
を
注
入

発
泡
し
た
断
熱
パ
ネ
ル
は
断

熱
性
、
気
密
性
を
兼
ね
備

え
、
衛
生
上
で
も
優
れ
て
お

り
、
厳
格
な
管
理
要
求
に
応

え
て
い
る
。

　
設
計
・
製
造
・
施
工
・
販

売
ま
で
を
一
貫
責
任
体
制
で

行
っ
て
お
り
、
営
業
は
札
幌

か
ら
鹿
児
島
ま
で
全
国

カ

所
、
工
場
は
北
海
道
か
ら
熊

本
ま
で
全
国
６
カ
所
。
打
ち

合
わ
せ
を
伴
う
受
注
生
産
に

き
め
細
か
く
対
応
し
て
い

る
。

　
朝
日
工
業
社
は
顧
客
と
の

関
係
強
化
を
図
り
、
ニ
ー
ズ

を
把
握
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
案
し
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
改
修
工
事
の
受
注
を
目
指

す
。
そ
の
中
で
、
空
調
機
フ

ァ
ン
動
力
省
エ
ネ
制
御
シ
ス

テ
ム
「
エ
コ
ノ
パ
イ
ロ
ッ
ト

・
エ
ア
」
を
重
要
技
術
の
一

つ
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ノ
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
エ

ア
は
温
湿
度
だ
け
で
な
く
、

清
浄
度
や
室
圧
も
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
環
境
維
持
に
必
要

な
最
適
給
気
量
を
演
算
。
給

気
フ
ァ
ン
の
回
転
数
制
御
を

行
う
。
ま
た
、
演
算
結
果
か

ら
還
気
フ
ァ
ン
な
ど
も
制
御

が
可
能
な
た
め
、
搬
送
動
力

の
大
き
い
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

で
高
い
省
エ
ネ
効
果
が
得
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
生
理
活
性

製
剤
の
薬
品
工
場
向
け
に
開

発
し
た
排
気
用
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ

ィ
ル
タ
ー
自
動
リ
ー
ク
検
査

装
置

Ｓ
Ｒ
―
Ｅ

な
ど
、医

薬
品
の
安
全
性
に
関
係
す
る

技
術
も
充
実
さ
せ
、
医
療
関

係
の
受
注
拡
大
を
目
指
す
。

　
ダ
イ
ダ
ン
の
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
向
け
室
圧
制
御
技
術
の

「
バ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
シ
リ
ー

ズ
」
は
室
圧
制
御
の
基
準
点

の
圧
力
の
揺
ら
ぎ
を
抑
え
る

「
バ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
Ｃ

Ｍ
」
、
外
気
の
取
り
入
れ
口

で
突
風
に
よ
る
吹
き
つ
け
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
除
き
、
取

り
入
れ
外
気
量
を
安
定
化
さ

せ
る
「
バ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
Ｅ

Ｑ
」
、
扉
の
開
閉
に
連
動
し

て
一
方
向
流
を
形
成
す
る

「
バ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
Ｈ
Ｂ
、

室
圧
の
安
定
化
を
最
優
先
事

項
と
し
て
、
各
空
調
制
御
機

器
の
動
作
協
調
で
空
調
シ
ス

テ
ム
全
体
の
安
定
化
を
図
る

「
バ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
Ａ
Ｄ
」

と
い
う
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で

構
成
さ
れ
る
。

　
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
で
は
コ
ン
タ
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
防
止
の
た
め
、
室

内
を
清
浄
に
保
つ
だ
け
で
な

く
室
内
圧
力
の
厳
格
な
管
理

が
必
要
。
バ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

シ
リ
ー
ズ
は
室
圧
と
気
流
の

徹
底
制
御
で
安
定
し
た
研
究

生
産
活
動
を
実
現
す
る
。

　
高
砂
熱
学
工
業
は
生
産
工

場
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
節
電

の
要
求
が
高
ま
り
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
大
空
間

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
省
エ
ネ

化
に
対
し
て
、
効
率
的
に
空

調
・
清
浄
度
管
理
で
き
る
独

自
技
術
「
旋
回
流
誘
引
型
温

度
成
層
空
調
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｔ

ス
ウ
ィ
ッ
ト

」
を

用
い
た
空
調
シ
ス
テ
ム
を
提

案
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
は
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
内
で
温
度
成
層
を
形
成

し
、
機
器
な
ど
の
発
熱
体
か

ら
発
生
す
る
熱
上
昇
流
と
と

も
に
浮
遊
微
粒
子
を
室
上
部

へ
と
搬
送
す
る
。
室
内
下
方

の
作
業
域
で
は
清
浄
度
が
効

率
的
に
高
ま
る
た
め
、
従
来

方
式
と
比
較
し
て
給
気
風
量

の
削
減
を
可
能
と
し
た
。
こ

の
結
果
、
従
来
方
式
よ
り
も

年
間
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

新
築
時
で
は

％
、
改
修
時

で
は

％
削
減
可
能
で
あ

る
。
特
に
高
発
熱
負
荷
や
高

い
天
井
を
有
す
る
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。

　
三
建
設
備
工
業
は
フ
ァ
ン

フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

Ｆ

Ｆ
Ｕ

の
省
エ
ネ
運
転
技
術

と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
空
調
機
を

用
い
た
省
エ
ネ
運
転
制
御
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。

　
前
者
は
汚
染
発
生
負
荷
に

連
動
し
て
Ｆ
Ｆ
Ｕ
運
転
風
量

を
変
動
さ
せ
る
も
の
。
気
中

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
カ
ウ
ン
タ
ー

Ｌ
Ｐ
Ｃ

に
よ
る
直
接
検

出
に
加
え
、
赤
外
線
セ
ン
サ

ー
、
振
動
セ
ン
サ
ー
、
装
置

運
転
信
号
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
た
負
荷
変
動
セ
ン
シ
ン
グ

に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
低
減
さ
せ
る
。

　
後
者
は
比
較
的
小
規
模
の

恒
温
恒
湿
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

用
。
省
エ
ネ
運
転
の
核
と
な

る
制
御
ロ
ジ
ッ
ク
と
演
算
の

ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
従
来
型
の
制

御
方
式
に
比
べ
、
大
幅
な
省

エ
ネ
効
果
が
見
込
め
る
。

　
さ
ら
に
、
同
社
の
強
み
で

あ
る
シ
ス
テ
ム
調
整
技
術
を

用
い
た
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
、
現
状
設
備
を
評
価
し
、

シ
ス
テ
ム
全
体
を
最
適
調
整

す
る
こ
と
で
、
高
い
省
エ
ネ

効
果
を
提
供
す
る
。

　
大
気
社
は
熱
源
や
温
湿
度

制
御
、
ケ
ミ
カ
ル
汚
染
制
御

の
最
適
化
技
術
で
製
造
環
境

の
さ
ら
な
る
清
浄
化
と
省
エ

ネ
化
の
推
進
を
目
指
す
。
ケ

ミ
カ
ル
汚
染
制
御
で
は
高
精

度
の
気
中
成
分
分
析
シ
ス
テ

ム
を
利
用
、
同
社
が
蓄
積
し

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
よ
り
、
最
適
な
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
計
画
か
ら

施
工
、
検
証
ま
で
を
行
う
。

さ
ら
に
、
外
調
機
で
水
溶
性

ガ
ス
成
分
を
除
去
す
る
水
膜

式
加
湿
装
置
向
け
に
は
、
レ

ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
可
能
な
給
水

量
最
適
化
制
御
シ
ス
テ
ム
を

開
発
。
除
去
効
率
と
加
湿
性

能
を
損
な
う
こ
と
な
く
純
水

消
費
量
を
半
減
さ
せ
た
実
績

を
持
つ
。

　
一
方
、
温
湿
度
の
精
密
制

御
で
は
新
冷
媒
を
利
用
し
た

「
省
エ
ネ
・
精
密
温
湿
度
制

御
直
膨
シ
ス
テ
ム
」
を
提

供
。
直
膨
顕
熱
冷
却
と
冷
媒

ホ
ッ
ト
ガ
ス
再
熱
方
式
の
組

み
合
わ
せ
で
、

％
以
上
の

省
エ
ネ
化
を
可
能
に
し
て
い

る
。

　
半
導
体
や
液
晶
、
精
密
機

器
を
製
造
す
る
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
で
は
、
空
気
を
清
浄
、

か
つ
恒
温
恒
湿
に
保
つ
た
め

に
、
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ば
く
だ
い

必
要
と
す
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

削
減
は
、
地
球
規
模
で

急
務
と
な
っ
て
お
り
、
機
器

単
体
、
シ
ス
テ
ム
の
高
効
率

化
や
排
熱
回
収
、
未
利
用
・

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は

重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
三
機
工
業
は
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
内
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
調
査
・
分
析
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
展
開
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
の
発
熱
を
加
湿
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る

「
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
―
Ｆ
ｏ
ｇ
　

Ｏ
ｎ
ｅ
」
や
外
調
機
の
最
適

制
御
を
行
う
「
ロ
ー
ド
リ
セ

ッ
太
」
を
開
発
。
ま
た
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
実
績
の
あ

る
「
Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｅ
　
Ｆ

ｏ
ｇ
」
を
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

に
応
用
し
、
大
き
な
効
果
を

得
る
な
ど
、
先
端
技
術
産
業

を
支
え
て
い
る
。


